
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 名田島のPR事業 決算額

視点

事業名 一集落一事業 決算額

視点

事業名 小学校芝生化グラウンドの利用推進事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

〇

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

名田島自治会連合会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

名田島地区協働・福祉のまちづくり計画を策定し、自治会長や各団体代表者参加の運営委員会・委員
会をほぼ毎月開催するなど計画推進のため自治会活動についての情報共有、情報交換を行いました。
人口減少の中、定住促進につなげるためホームページの拡充、フェイスブックの定期的更新など情報
発信に努め、車座トークについても定住促進をテーマに地域住民で考え意見交換しました。小学校グラ
ウンド芝生化も３年目に入り適正な管理を行い、交流イベントの実施など利用者も増えてきています。地
元講師による「名田島ふるさと大学」も４年目を迎えて多くの参加者がありました。、懸案であった「ふるさ
とめぐりマップ」の改訂版を作成し配布しました。道路環境整備の推進、地域全体での防災訓練を実施
しました。また、ラジオ体操や全１３集落を巡回する健康相談を実施し健康づくりにも力をいれるなど、
様々な分野に取り組むことができました。

会員や委員からの意見や提案を積極的に取り入れ、第2次名田島地区協働・福祉のまちづくり計画を推
進します。

名田島の情報を共有し、良さをアピール

446,810

自治会活動の活発化

240,000

③芝生の管理も天候に悩まされながらも、しばもり隊や小学校の先生の協力も得て、適
正に管理してまいりました。地区民体育大会等、多くの地域住民が芝生の感触を楽しみ
交流できました。３年弱が経過し芝生も順調に管理でき、また利活用も参加人数が増加
し、運動の促進や地域住民同士、ボランテｨア同士のコミュニティの場にもにつながって
います。今後も適切な管理に努め、地域住民交流の拠点となるよう更なる利活用を図っ
ていきます。こども達にも芝生管理を体験してもらい、その大変さを理解して、大切に使っ
てくれると思います。

①「田園」や自治会ホームページを見やすい内容とし、ホームページの閲覧件数も増加
しました。またフェイスブックでは若者を中心とした世代にも名田島の良さ、行事や情報を
発信することができ、友達も増えつつあります。ipadの導入で名田島の行事や、自然の豊
かさなど情報発信することにより、地区内外の若者にも知ってもらい、行事への参加者の
増加、郷土愛の醸成にもつながり、定住促進にもつながっていると考えています。更なる
内容の充実に努めていきます。名田島の名所をもっと多くの人に知ってもらうためふるさ
とマップを改定・増刷しました。

②今年度で３回目、１２自治会において実施いたしました。内容も三世代交流の夏祭り、
防災意識啓発、犯罪被害防止の講習会など多方面にわたり実施されました。実施された
集落では交流も深まり、多くの好評の声をいただき、自治会活動の活発化につながり、次
年度も継続していきます。

運動の促進、地域コミュニティの醸成

93,383

①

②

③



５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事業概要

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

（今後に向けて）　地区内の情報や地区民の要望がより身近で聞けるよう、住民の方々に
事務局に気軽に足を運んで頂けるようにしていきます。

　　４,１２０,０４３円

（事務員等の雇用人数）3名（事務局長1名・事務員2名）

（運営費の主な内容）3名の人件費・備品購入費・事務用品費

名田島のPR事業

　　４４６,８１０　円

（成果・評価）　年間を通じて円滑な事務局運営ができ、各委員との連携がスムースに運
び、地域住民の方も気軽に自治会事務局に立ち寄っていただき、情報交換、交流が出来
ました。

（参加人数）　地区内外多数

（成果・評価）①～③の資料やチラシを全戸（約500戸）に配布することにより、活動状況を
広く知ってもらうことができました。ホームページを画像を中心に見やすい内容に更新し、
またフェイスブックも定期的に更新し、、地区内外の若者へも名田島の情報を発信し、行
事参加者の増加、郷土愛の醸成、定住促進にもつながっています。

（今後に向けて）更なる内容の充実に努めていきます。

イベント補助

（実施内容）①地区民体育大会　②ふるさとまつり　③山口・名田島田園マラソン　④森重
雪島翁作品展

（実施時期）①４月　②１１月　③２月　④２月

（実施内容）①通常総会　②広報誌「田園」　③「自治会たより」による会議等開催報告の
発行　④ホームページ拡充、フェイスブックの定期的な更新　⑤青壮年層の対外PR活動
助成　⑥ipadを活用して名田島の姿をPR

（参加人数）①約300人　②約800人　③約1，500人　④650人

（実施時期）①4月　②広報誌年3回（6・11・3月）　③ほぼ毎月1回　④随時　⑤随時　⑥随
時

（成果・評価）①小学校芝生グラウンドで実施し芝生の感触を楽しみ実施できました。
②自治会としてみかんのつかみ取りを実施し、参加費５０円を徴収したにも関わらず小さ
い子供さんから高齢の方まで幅広い年齢層の参加者でにぎわいました。③お天気にも恵
まれ地域ボランティアの協力のもと開催でき、市内外から多くの参加者でにぎわいました。
恒例の豚汁も大好評でした。④没後101年を機に作品を一堂に集めての作品展となり、翁
の偉大さを改めて痛感した作品展となりました。
（今後に向けて）今後も各種イベントを支援し、地域の活性化を図ってまいります。

一集落一事業

　　2４0,000円

　　４33,50０　円

（今後に向けて）次年度も継続していきます。

（実施時期）８～３月

（参加人数）１２集落自治会

（成果・評価）１２集落自治会で実施され、三世代交流の夏祭り、防災意識の啓発などを実
施し、お互いの交流を図り、自治会活動の活発化につながりました。

（実施内容）単位自治会が新たに行う自主的な活動に対して、その経費の一部を助成。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名 地域防災活動の促進

事業費 　　１４３,８６５　円

（実施内容）防災訓練の実施、被災地視察研修への参加

（実施時期）8月

事業概要 （参加人数）約200人

（５）環境づくり

事業名

（実施内容）①どんど焼き　②あるけあるけ　③七夕ちょうちんちょこっとまつり

（実施時期）通年

世代間交流事業

　　136,863円

（成果・評価）①外出機会の少ない75歳以上の方の研修なので喜ばれました。
②高齢者の集いの場となり、生きがいと健康づくりにつながりました。

（今後に向けて）世代間の交流がより一層図れるよう引き続き支援していきます。

（実施時期）①　1月　②  3月　③7月

（参加人数）①約100人　②約６０人　③約500人

（成果・評価）①②子どもから大人まで多くの参加者があり、世代間交流ができました。③３
年目となり、今年は花火の打ち上げ数も増え、若者の企画、出展もあり、大変好評でした。
地区外にいる名田島出身者の若者への呼びかけも行った結果、参加者が増加し、家族
間、世代間でとても和やかな雰囲気でした。

（実施内容）①いきいきサービス研修（バス代補助）、②いきいきサロンの助成

（実施内容）子ども見守り活動、安全チョッキ購入補助、各種活動への補助

　　9２,８７４　円

（実施時期）通年

（参加人数）

（成果・評価）子ども見守り活動を継続することで、子どもたちが安心し通学できています。
スポーツ活動等を補助し、元気な子どもたちが育っています。見守り隊員に冬用帽子を購
入しました。

（今後に向けて）子どもたちが健全に育っていけるよう継続していきます。

（成果）今年は「１年に１回家族で防災について考えよう」をテーマに訓練しました。地域全
体での防災訓練が毎年継続できており、地域住民の防災意識の向上につながっていま
す。

（今後に向けて）益々元気で暮らしていただけるよう継続していきます。

　２３９,３６１　円

健康増進活動補助

　　９，０００　円

（実施内容）ゴミ不法投棄禁止看板下の草刈り

（実施時期）6月

（参加人数）3人

（成果・評価）地域の環境美化、見通しが良くなり交通安全にもつながりました。

（今後に向けて）これからも毎年実施していきます。

（評価）講師による防災講演、現地視察（熊本県）の活動等を通じて防災意識が高まって
きています。

（今後に向けて）これからも毎年実施していきます。

（参加人数）①約100人、②約200人

土木工事（法定外公共物）

こども健全育成事業補助

ゴミ看板下の草刈り



事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）ふるさと大学の開講（全５回）、手水川の水質検査

（実施内容）ボランティアクラブ他で実施する通学路、河川公園等の共同草刈、ごみ拾い
活動への補助等

（実施時期）５月・7月・11月

（参加人数）延べ約50人

（成果）ボランティアクラブ・青少協・PTA等、多くの参加者があり、地域の環境美化につな
がりました。

（評価）草刈等により見通しがよくなり、防犯上も効果がありました。

（今後に向けて）来年度も継続実施していきます。

（成果・評価）地域の歴史、伝統、文化について地域住民が講師となり、講座等を実施しま
した。昭和１７年の水害の現況を聞いたり、名田島の成り立ち等、ふるさとの魅力を再発見
出来き、参加者の交流もはかられて、大変好評でした。手水川については、水質検査に
よって飲料に適さないことが判明しました。

（実施時期）　１１月　　　　　

（参加人数）

（成果・評価）猪被害で崩され、水路がふさがれていましたが、水の流れが改善されました。

（今後に向けて）今後も、地域からの要望を受け、対応していきます。

（実施時期）６～２月

（今後に向けて）引き続き、支援していきます。

  ５７,７６４円

ふるさと再発見・ふるさと大学の開講

（参加人数）延べ約１７０人

地域環境美化

863,000円

（実施内容）法定外公共物の整備（２箇所）

　279,738円

（今後に向けて）今後も、地域からの要望を受け、対応していきます。

（実施時期）　　１０月・１月

（参加人数）

（成果・評価）拡幅、舗装され安全に通行できるようになりました。

土木工事（単市土地改良）

  831,000　円

（実施内容）単市土地改良事業の実施（１箇所）



事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

てください。

（成果・評価）地域のボランティアで構成される名田島しばもり隊の努力のおかげで、適正
に管理でき、地区民体育大会やイベント等、利用者も増加してきており、芝生の感触を楽
しみ交流できました。

（今後に向けて）今後も適切な管理に努め、地域住民の交流の拠点となるよう更なる利活
用を図っていきます。

小学校グラウンド芝生化推進事業

　93,3８３円

（実施内容）芝生の適正な管理を行い、地区民体育大会や小学校運動会、サマースタ
ディー、枝豆フェスタ等に活用されました。

（実施期間）通年

（参加人数）芝生管理　延べ約240人、地区民体育大会　約800人


